
No.17(H24.3)

もくじ

1

当NPO法人の第９回理事会・第９回通常総会は、平成24年２月23日(木)セントラル札幌北ビルで開催しま

した。理事会は定数９名の内５名、通常総会は正会員数258名のうち74名の方が出席していただきました。

通常総会の開催に先立ち藤田会長より平成23年度事業の実施に当たって、「みなとサポート業務」・「全道各

地で開催された船漕ぎ大会」を始め、「防災エキスパート支援」などの各事業にご協力いただいた会員の方々に

お礼を申し上げ、出席会員皆様の一層のご支援、ご協力をお願いしました。また、昨年の３月11日に発生した

東日本大震災に対し、被災地の早期復旧を願い、社団法人ウォーターフロント開発協会が行う募金活動に賛同

し、当NPO法人は義援金３万円を拠出したとの報告がありました。

議案の審議内容は、以下の通りですが異議なく承認されました。

・第１号議案（平成23年度事業報告）

⑴みなとサポート業務

⑵ミニパネル展

⑶広報誌「伝言板」の発刊

⑷着ぐるみ貸し付け事業（有償）

⑸記念グッズの配布（無償）

⑹防災エキスパート支援

⑺みなと座談会

⑻ネットワーク強化

⑼助成活動

・第２号議案（平成23年度収支決算

書）並びに収支決算内容の監査報告

収入額4,547,169円

支出額4,112,111円

繰越額 435,058円
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・第３号議案（平成24年度事業計画（案））

・第４号議案（平成24年収支予算計画書（案））

収入予算額4,147,058円、支出予算額4,050,000円、繰越予算額97,058円

通常総会終了後、中村理事長が特別報告として「みなとサポーター事業・防災エキスパート制度の実施状況

について」をパワーポイントを用いて報告致しました。



１ 定款の事業名
港への理解と利用促進に係わる広報活動及び支援

２ 定款の事業名
港湾・空港・漁港の防災業務及び災害復旧に係る

活動・支援

３ 定款の事業名
まちづくりの推進を図る活動等に関する情報収集

４ 定款の事業名
その他、目的を達成するために必要な事業
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平成24年度

事業計画について

⑴ みなとサポート業務

各地の開発建設部管内で開催されるみなと見学会

等の行事に、当NPO会員の「みなとサポーター」の

支援を希望するところに派遣します。「みなとサポー

ト業務」を希望する箇所について調査を行い、当

NPO法人の自主事業として可能なところから実施

します。

⑵ ミニパネル展

当NPO主催の「ミニパネル展」は従来通り、「ザ・

シンポジウムみなと」の開催会場で実施します。

また、当NPO独自の広報用パネルの制作を検討

します。

⑶ 広報誌「伝言板」の発刊、ホームページの充実

当NPO法人の活動状況や関連情報を会員に伝え

るとともに、一般の方々にも港の役割と暮らしとの

関わりを広く理解していただくための伝言板は、平

成24年も年２回（４月・11月）の発刊を基本としま

す。

ホームページの更新を年３回以上実施し充実を図

ります。

⑷ 着ぐるみ（「ぽーとん」くん・「べいくりん」

ちゃん）貸付事業（有償）

着ぐるみは、現在３組を所有しています。

今年度も着ぐるみの貸付事業（有料）を実施しま

す。

また、着ぐるみは修理して使用出来ることから更

新は次年度以降とします。

⑸ 記念グッズの配布（無償）

当NPO法人で作成した記念グッズ（ノート、ボー

ルペン＆マーカー、着ぐるみシール）は、着ぐるみ

貸付箇所及びサポーター業務実施個所、助成事業の

活動箇所で要望がある箇所に前年度と同じ程度を配

付します。

⑴ 防災エキスパート支援

北海道開発局港湾空港部（事務局）と連携し、北

海道開発局防災エキスパート（港湾・空港・漁港）

の災害時の出動に際し、より効果的な支援が可能と

なるよう伝達訓練、研修会を実施します。

災害時の出動要請に備えた防災活動派遣準備引当

金は、30万円をめどとして昨年度に引き続き10万

円を積み立てます。

⑴ みなと座談会

‘みなとのまちおこし’‘みなとの活性化’について

考える「みなと座談会」は、北海道みなと街づくり

女性ネットワークとの共催で、地域で街の活性化に

取り組んでいる方々の参加を要請し開催します。

⑵ ネットワーク強化

①道内で活動している「北海道みなとまちづくり女

性ネットワーク」との連携強化に努めていきます。

②当NPO法人の現有支部（札樽・函館・苫小牧・釧

路）以外の増設は当面行わず、現体制で対応して

いきます。又支部会議を開催し、意志の疎通を図

ります。

⑴ 助成活動

昨年同様‘みなとまちおこし’‘みなとの活性化’に寄

与する事業の助成を実施します。募集は、各開発建

設部の「みなとの相談窓口」等を通じて推薦を頂く

と共に、多数の応募が可能となるよう当NPO法人

のホームページで募集要領を公表します。



4

みなとまち活性化イベントの助成事業の募集について

NPO法人「北海道みなとの文化振興機構」では、当機構の目的の一つ

である「港の効果的、効率的利用の促進や港を核としたまちづくりに係る

広報事業を支援する」を図るため助成事業の募集を行います。平成24年度

の助成事業応募要領は下記のとおりです。

助成事業募集要領

⑴ 応募要件

道内でみなとまちの活性化をめざし企画・実施さ

れるイベント等において、平成24年度に実施予定の

本助成を希望する事業とする。

⑵ 募集期間および応募方法

募集期間は平成24年４月１日(日)から５月10日

(木)までとし、助成を希望する団体は必要事項を記

入の上、別途応募様式を提出する。

⑶ 助成金額

１件当たり助成金額は15万円を限度とし、みなと

の活性化の効果の大きいと考えられる数件を選定す

る。

⑷ 評価審査委員会の設置

応募された助成希望の事業につて、審査を行う機

関として設置する。

評価審査委員会は当NPO法人理事長の指名によ

り構成する。

評価審査委員会の事務は当NPO法人事務局が行

う。

評価審査委員会は平成24年５月中旬に開催し、助

成を希望する事業について審査し、採択する。

審査結果については、５月下旬に郵送で通知する。

また、当NPO法人のホームぺージ上で公表する。

⑸ 助成金の支払い

助成金については、助成を受ける団体等に対し、

イベント等の開催の２週間前までに支払う。

⑹ 助成を受ける団体の義務

活動を実施するにあたって、「NPO北海道みなと

の文化振興機構助成」をうけている旨を明示するこ

と。

⑺ 報告

実施結果については、実施後速やかに別途報告様

式により提出する。
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北海道開発局防災エキスパート（港湾･空港･漁港)

当NPO法人は、北海道開発局長と平成18年10月２日に「大規模災害発生時にお

ける防災エキスパートの円滑な活動を支援する」協定を締結しました。当NPO法人

の主な業務は、北海道開発局港湾空港部（事務局）と連携し「防災エキスパートの

登録・名簿の作成・活動記録の作成・研修の開催・情報伝達訓練の実施」です。

北海道開発局主催の平成23年度「北海道開発局防

災エキスパート（港湾・空港・漁港）」研修会は、平

成23年６月６日(月)に北海道開発局10階２号会議

室において、15時から17時にわたり開催しました。

研修会が始まる前に、平成23年度の新規防災エキ

スパート登録通知証の交付式が行われ、６名の方々

が登録しました。今研修会には、新規登録者を含め

32名の登録者の内30名が参加しました。

開催に先たち、北海道開発局栗田悟港湾空港部長

から主催者挨拶があった後、議事に入りました。

始めに、３月７日に実施しました、防災エキスパー

ト情報伝達・非常参集訓練の結果報告があり、南地

区（函館・室蘭）・東地区（釧路・帯広・網走）・北

地区（札幌・小樽・留萌・稚内）の３地区とも良好

な訓練結果との報告がありました。

続いて、今後に向けた方策について、事務局と参

加者による意見交換が行われました。

次に、事務局からの情報提供かあり、３月11日の

東日本大震災について、国土交通省港湾局の資料に

より、津波及び地震の概要、港湾施設の被害状況、

港湾における初動体制、港湾の復旧・復興に向けて

の説明がありました。

続いて、災害申請手続き制度と題して、直轄災害

復旧についての制度と発生時の事務について詳細な

説明がありました。

終わりに、平成23年度研修実施計画（案）の説明

があり、議事全般も含め、活発な質疑応答が行われ、

防災エキスパートの重要性を再認識したところです。

最後に、桑島隆一港湾建設課長の閉会の挨拶あり、

研修会を終了しました。

平成23年度 研修会の開催
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着ぐるみ（みなとのマスコット「ぽーとん」くん、「べいくりん」ちゃん)

貸し付け事業の紹介

北海道のみなとのキャラクター「ぽーとん」くん

と「べいくりん」ちゃんの着ぐるみは、全道のみな

と街でのイベント等に使用していただきたく、当

NPO法人が平成11年に１号を製作し、平成12年

度より貸し付け事業を開始しました。その後、着ぐ

るみの利用状況が好評なことから、順次２号を平成

13年に、３号を平成17年に製作し、現在３体を所有

しております。

「小さな赤ちゃんカモメ」をイメージにしたとても

かわいい着ぐるみの男の子と女の子です。

空色の洋服を着た僕は男の子で「ぽーとん」とい

います。ピンクの洋服を着たわたしは女の子で「べ

いくりん」といいます。

「ぽーとん」･「べいくりん」の図案はNPO法人北海

道みなとの文化振興機構が商標登録しております。

当初は着ぐるみを無料で貸し付け事業を実施して

おりましたが、製作して年数が経過していることか

ら破損や色あせに修理費がかかること、また、順次

更新することとし、平成19年度より有料化にさせて

いただいております。

平成23年度の貸し付け状況は、７月20日の海の

日を中心にパネル展等で下記のとおり12件のイベ

ント等で利用があり、イベントに参加した子供たち

は着ぐるみキャラクターと写真撮影するなどに大変

好評でした。

①岩内港みなと見学会、②函館ペリー来航回顧

ボート競争、③苫小牧港みなとパネル展、④白老

港まつり、⑤苫小牧港フェスティバル、⑥稚内港

WAKKANAIみなとコンサート、⑦稚内港飛鳥

歓迎セレモニー、⑧北海道みなとオアシスキャ

ンペーン（札幌駅前通地下歩行空間）、⑨根室港海

の日事業説明会、⑩釧路港海の日パネル展、 み

なとオアシスSea級グルメ全国大会（広島県三原

市）、 北海道海洋深層水フェア（札幌駅前通地下

歩行空間)～NPO協賛事業（無償）

なお、当NPO法人では、平成24年度も貸し付け

事業を実施いたしますので、ご希望の方はご連絡く

ださい。なお、夏の期間はイベントが集中しており

ますのでご希望にそえない場合がありますのでご了

承ください。
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北海道みなとオアシスの紹介

各みなとオアシスの紹介
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